
研究報告 

12/19 M1 市川 

実験日時：12 / 16(3h)、17(3h)、18(3h) 

 

実験内容 

・外部クロックを用いたプログラムのテスト 

  

実験結果 

100MHz /sのデジタイザを用いて実験を行った。 

実験 1 

・CLK IN：パルジェネ 30MHz 

・CH 0 ：パルジェネ 10kHz 

このパラメータにおいて、10kHzの正弦波信号の確認はできた。 

 

実験 2 

・CLK IN：ビート信号 30MHz（0.75MHzをトラッキングで 40倍） 

・CH 0 ：相互相関信号 20Hz 

クロックにフリーランのビート信号を用いたが、信号の取得はできた。しかし、下図から分かるように、1MHz

ビート信号の揺らぎは数十 Hzあるが、揺らぎに対応したサンプリングとはなっていなかった。 

 

 

 

図 1 1MHzビート信号の周波数安定性 
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問題点 

① アダプティブクロックはせいぜい 2MHzまでしか作れず、デジタイザの外部クロックは 30～105MHzま

でである。 

・周波数逓倍器 

・トラッキングオシレータ 

 

② クロックの揺らぎに対応したサンプリングができない 

・プログラムの問題 

 

 


